
Ⅰ 本年度の校内研究の方向性について 

 

◇令和４年度の研究概要について 

 

１ 研究主題 

「自ら考え判断する子どもの育成のための授業づくり」 

～ICT機器の効果的な活用を目指して～ 

２ 主題設定の理由 

（１）今日的教育課題から 

 昨今の教育を取り巻く社会の状況はどのようになっているのか。人口減少と高齢化の進展，グ

ローバル化の進む今の社会にとって ICTの重要性は誰しも一度ならば耳にしたことはあるだろう。

新学習指導要領の改訂の際にも，学習の基盤となる資質・能力の 1 つとして，『情報活用能力』が

上げられている。 

 

 

 

 

 

 

 

また，「山梨県教育大綱」でも『Society5.0』と呼ばれる超スマート社会の到来に際し，これか

らの教育に求められることとして以下のことが上げられている。 

 

 

 

 

 

 

 

以上のように，予測不可能な社会において，ICT機器を活用した教育というものが求められて

いることが分かる。 

しかし，一方でこのような指摘もある。令和３年５月２６日の朝日新聞のコラムでは，「ICT教育

の根拠『一見，よさそう』の危うさ」という題で，東京大学名誉教授の佐藤学氏が次のように述べ

ている。 

○ 仕事をはじめ、家事や余暇、⽣涯学習等、あらゆる活動においてコンピュータ等の

情報機器を使い、情報を収集・選択・活用して適切に問題の解決を図る情報活用能

⼒が、だれにも求められる時代が迫っています。このように、どのような職業に就

くとしても、あらゆる活動においてコンピュータ等の活用が求められる社会を⽣き

る子供たちにとって、コンピュータを理解し活用する⼒を身に付けることが求めら

れます。                                      山梨県教育振興基本計画   p.5 

情報活用能⼒は，世の中の様々な事象を情報とその結び付きとして捉え， 情報及び情

報技術を適切かつ効果的に活用して，問題を発見・解決したり自分の考えを形成したり

していくために必要な資質・能⼒である。将来の予測が難しい社会において，情報を主

体的に捉えながら，何が重要かを主体的に考え，見いだした情報を活用しながら他者と

協働し，新たな価値の創造に挑んでいくためには，情報活用能⼒の育成が重要となる。 

                         小学校学習指導要領解説「総則編」 p.48 



 

「ICT(情報通信技術)教育が学力向上につながるというエビデンスはほとんどないのです。」 

同じような記事として，令和３年９月，プレジデントオンラインでの記事で｢学校の一人一台端末

導入で､日本の子どもはバカになる｣という題で東北大学の川島隆太教授も次のように述べてい

る。 

「もっとも問題だと思っていることは、ICTを教育に用いることで子どもたちにどういう利益が

あるかというエビデンスが一切ないことです。逆に、ICTを教育に入れたことでうまくいかなかっ

たというエビデンスは世界中で報告されています。コロナ対策ではエビデンス、エビデンスと皆さ

んおっしゃるのに、なぜ、日本の将来にとって一番大事な教育に関してエビデンスがないままに、

このような無謀な社会実験が進められているのか、疑問でしかありません。」 

  

両教授ともこの主張の根拠としているのは OECDの実施している「PISA調査」である。

2015年の調査では，2015年調査では 72か国・地域から約 54万人が参加し、コンピュータ

の利用が生徒の成績に影響があるのかが調べられた。その結果，ICTの教育への活用は読解や

数学、理科において成績向上に影響がないこと」「ICTを授業であまり使わない国では、ICTを

平均的に使う国々よりも読解力が劇的に向上したこと」「学校にコンピュータの数が多い国ほど、

数学の成績は下がること」「学校でコンピュータを閲覧する時間が長いほど、読解力の成績は下

がること」などが示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図１.OECD加盟国における，コンピューターの保有数と数学の成績の関係 

 

 



 

図２，授業中のインターネットの利用頻度と読解力の関係図 

 

以上のようにGIGAスクール構想を推し進める国の方針とは打って変わって，ICTを使った教

育に対する効果は出ていないという見解がある。しかし，この結果を受けて ICT 機器の活用を辞

め，これまでの教育方法のみを行っていくことが果たして本当に正しいのだろうか。 

「山梨県教育大綱」の中にもその重要性が記されているが，これからの予測不可能な社会を生

きていく上では，『情報活用能力』はとても大きな意味を持つ。どの仕事についても ICT機器を扱

うことになる今の社会では，機器に使われるのではなく，機器を使いこなす人材が求められている。 

では，使いこなすとはどのようなことか。それは，本来そこに割くべき労力を別の部分に割り当

てたり，情報を素早く他者と共有したりする「効率化」の部分にあると考える。教育現場に置きかえ

てみると，児童や教員の学習や業務を効率化することで，別の部分にその時間を有効に活用する

ことで初めて ICT機器の効果的な活用と言えると考える。 

 例えば，従来の教育では，『台形の面積』の学習では，紙の図形を配布し，切り貼りすることで新

たな図形を求める方法を取る。しかし，切り貼りが目的となってしまい，それだけに時間が過ぎて

しまうこともしばしばである。ここで，ICT 機器を効果的に用いるとどうなるか。ＩＣＴ機器を用いて

図形の変形を考えることで作業の時間が減り，図形の見取りや考えの共有に時間を使うことがで

きる。 

 



また，理科ではどうだろうか。従来の方法では実験を行い自分の班の結果をまとめていく。ＩＣＴ

を効果的に使うとどうなるか。発表させる時間を短縮しつつ他のグループの結果を見ることがで

き，その結果から比較・検討をすることができる。 

また，国語ではどうか。作文を書く授業では漢字が分からないために手が止まってしまう子が

いる。その時に，従来の教育方法では教科書や辞書をつかって調べるなどの方法を取る。このよ

うな場面でＩＣＴ機器の効果的な活用をすると，分からない漢字は ICT 機器で調べることで時間

を短縮し，作文の内容を練り上げることに時間を使うことができる。もちろん，辞書を引いたり教

科書で調べたりする力は大事であることは間違いない。今回の例では授業のねらいの違いによる

ことを留意していただきたい。 

 このように，ICT 機器を効果的に活用することによって，子ども達が自ら考え，深める力を育成

することができるのではないかと考える。 

そこで，本校では，「自ら考え，判断する子ども」を育てるための手段として，ICT 機器を効果的

に活用する教育活動の研究を推進していきたいと考える。 

 

（２）研究の経過から 

本校では，平成 28年度より研究主題を「主体的に学ぶ子供の育成」とし，副題を， 

～思考力・判断力・表現力を高める授業づくりを通して～ 

～算数科における資質・能力を育成する授業づくりを通して～ 

～家庭学習と家読の定着を図る方策～ 

として研究を進めてきた。自ら学ぶ子どもの育成を研究主題とし，様々な情勢の中で，教育実践

を積み重ねてきた。 

昨年度については，GIGA スクール構想初年度ということで chromebook が各校に配布さ

れ，教員自身がどのように活用するかという「指導」の視点で研究をおこなってきた。「アナログ

でもデジタルでもできるならまずはデジタルで」という目標のもと，まずは使って慣れていくこと

を目指した。その結果として，全職員が Google 認定教育者 Level.1 の資格を取り，校内でも

Chrombookを使うことが日常的になってきた。 

前述した通り，ＩＣＴ機器を取り入れる利点を考えた時，もちろん主体的に子どもが活動すること

は想像に難くない。昨年度の研究結果でも，多くの学年の児童が，Ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋでの活動を楽

しいと感じている。そこで，本年度はさらにそこから一歩踏み込んで，今までの教育実践の蓄積に

新たなＩＣＴ機器の掛け合わせで，さらに深い学びへと発展して行く方向性で研究を進めていきた

い。子ども達の授業の中でどのように ICT機器を活用すれば，自ら考え，判断できる子どもの育

成につながるのかと言う視点で研究を行っていきたいと考える。 

 

（３）学校教育目標と児童の実態から 

本校では，「自ら学び 認め合い 支え合う 健やかな子」を学校教育目標に掲げ 

① よく考え進んで学ぶ子 



② 相手を思い遣る子 

③ 健康でたくましい子 

をめざして教育活動を進めている。昨年度の研究では chromebookを活用した取り組みを

通して，主体的に学ぼうとする子供を育成することを行った。前述の通り，Ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋの活用

によって，主体的に学ぼうとする児童の育成は一定の成果を得ることができたと考える。そこで，

今年度は「よく考え」という部分に焦点を当てることで，昨年度の研究をベースにより本校の教育

目標の具現化につながると考える。 

また，昨年度行われた学校評価の児童自身で答えるアンケートにおいて，「わたしは，授業中，

よく考えたり発言したりしている。」の項目の達成率は８０％であり，前年度の７９％からほぼ横ば

いの状態である。未知の事象において深く考えることは，予測不可能な社会を生きぬく上での必

要不可欠な力と言える。このような実態からも，本年度の研究は本校の教育実践にとっても意義

がある物になると考えられる。 

 

３ 研究の目的 

 子どもが学習の補助としてＩＣＴ機器使うことで，思考力・判断力・表現力を高める授業づくり 

 

４ 研究の方法 

① 研修を通して学習の補助としてのＩＣＴ機器の使い方を学ぶ 

様々な実践事例や研修を通して，児童の「学習」の補助としてのＩＣＴ機器の使い方にはどの

様な手法が用いられているのかを学ぶ。 

② 授業検討・研究授業 

昨年度末に話し合われた本年度の方向性から，低ブロック高ブロックに分かれて研究授業を

行う。子ども自身の思考力・判断力・表現力を育成するためには，どのような学習活動にどの

ようにＩＣＴ機器を活用すればよいのか。授業検討を通して，考えていく。そして，その授業の

結果を検討することによって，本校での思考力・判断力・表現力を育成するための授業実践

事例として蓄積していく。 

③ 一人一実践の実施 

  例年通り，人事評価の授業と絡めて，一人一人ＩＣＴの効果的な活用を考え授業を実施し，そ

の結果から仮説の検証を行う。 

 

 

 

 

 

 

 



 

５ 研究組織 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 研究日程   

研究会名 開催日 形態 主な研究・活動内容 

研究推進委員会 ４月１４日（木） 研推 今年度の研究について 

第１回校内研究会 ４月２0（水） 全体会 今年度の研究主題・内容・組織・計画の確認 

第２回校内研究会 ６月 15日（水） 全体会 外部講師による学習会 

(ブロック研究会) ７月１３日（水） ブロック 研究授業に向けてブロックでの話し合い 

第 3回校内研究会 ７月２１日（水） 全体/ 

ブロック 

午前:Ｇｏｏｇｌｅプレ研修 

研究授業に向けてブロックでの話し合い 

第４回校内研究会 ７月２９日（水） 全体会  Ｇｏｏｇｌｅコア研修 

第５回校内研究会 8月 2日（火） ブロック 研究授業に向けてブロックでの話し合い 

第６回校内研究会 ８月１７日（水） 拡大 五校拡大校内研究会（１３：３０～ 国母小） 

第７回校内研究会 ９月２２日（水） 全体会 授業検討会（各ブロック授業提案者） 

第８回校内研究会 １1月２4日（木） 全体会 研究授業（低ブロック：）指導助言： 

第９回校内研究会 １１月３０日（水） 全体会 研究授業（高ブロック：）指導助言： 

第１０回校内研究会 １２月２１日（水） 全体会 研究授業のまとめ，研究紀要について 

第１１回校内研究会 １月２５日（水） 全体会 本年度のまとめ 来年度の方向性 

 

 

 

全体研究会 ○研究推進委員会 

低学年ブロック★ 

 教職員・・・計１1名 

校長・教頭・研究主任・副研究主任 

各学年研究担当 計１０名 

 

高学年ブロック★ 

 教職員・・・計１1名 

 



Ⅱ その他 

○センター研修・アンケートについて 

 ・別紙にて 

 

○コア研修に向けたプレ研修の受講についてのお願い 

 ・コア研修の受講には，事前にプレ研修を受講し，合格証を発行しなければならない。 

試験一週間前までに以下の合格証を送らなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://lms.gacco.org/courses/course-v1:gacco+pt060+2020_09/about 

 

研修自体はオンラインの動画を視聴し，10問程度の小テストに答えるだけの物であるが，会員

登録等，受講までのプロセスが複雑なため７月２１日（水）を一日研修とし，午前中にプレ研修を行

う。 

https://lms.gacco.org/courses/course-v1:gacco+pt060+2020_09/about

